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定款 

 

 

第 １ 章   総  則 

 

（商  号） 

第１条 当会社は、株式会社エイ・ピー・アイと称する。 

 

（目  的） 

第２条 当会社は、主としてスルガ銀行株式会社より委託を受け、次の事業を営むことを目 

的とする。 

（１） 印刷業及び製本業務 

（２） 梱包業及び発送業務 

（３） 諸用紙等の保管及び発送業務 

（４） 物品の保管・発送業務 

（５） 清掃業務ならびに植栽の管理に関する業務 

（６） 社内文書等の集配業務 

（７） 情報処理業務 

（８） 前各号付帯する一切の業務 

 

（本店の所在地） 

第３条 当会社は、本店を静岡県沼津市に置く。 

 

（機  関） 

第４条 当会社は、株主総会および取締役のほか、次の機関を置く。 

（１） 取締役会 

（２） 監査役 但し、監査の範囲は会計に関するものに限定する。 

 

（公告方法） 

第５条 当会社の公告方法は、官報に掲載して行う。 

 

 

第 ２ 章   株  式 

 

（発行可能株式総数） 

第６条 当会社の発行可能株式総数は、４，０００株とする。 

 

（株券の発行） 

第７条 当会社は、株主に係る株券を発行する。 
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（株式の謙譲制限） 

第８条 当会社の株式は、取締役の承認がなければ謙譲又は取得することができない。 

 

（株主名簿記載事項記載の請求） 

第９条 株主の取得により株主名簿記載事項の記載を請求するときは、当会社所定の書式によ

る請求書に記名押印し、これに次の書面を添えて提出しなければならない。 

１． 譲渡による株式の取得の場合、株券 

２． 譲渡以外の事由による株式の取得の場合その取得の原因を証する書面および株券 

 

（質権の登録及び信託財産の表示） 

第１０条 当会社の株式につき質権の登録または信託財産の表示を請求するには、当会社所 

     定の書式による請求書に当事者が記名押印し、これに株券を添えて提出しなければ

ならない。その登録または表示の抹消についても同様とする。 

 

（手 数 料） 

第１１条 前２条に定める請求をする場合には、当会社所定の手数料を支払わなければならな

い。 

 

（株主の住所等の届出） 

第１２条 当会社の株主及び登録株式質権者又はそれらの法定代理人は、当会社所定の書式に

より、住所、氏名及び印鑑を当会社に届出なければならない。 

     ② 前項の届出事項を変更したときも同様とする。 

 

 

第 ３ 章   株 主 総 会 

 

（招  集） 

第１３条 当会社の定時株主総会は、毎事業年度の末日から３ヵ月以内にこれを招集し、臨時

株主総会は、必要あるときに随時これを招集する。 

 

（定時株主総会の基準日） 

第１４条 当会社の定時株主総会の議決権の基準日は、毎年３月３１日とする。 

 

（招集権者および議長） 

第１５条 株主総会は、取締役社長がこれを招集し、議長となる。 

     ② 取締役社長に事故があるときは、取締役会においてあらかじめ定めた順序に従

い、他の取締役が株主総会を招集し、議長となる。 
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（決議の方法） 

第１６条 株主総会の決議は、法令または定款に別段の定めがある場合を除き、出席した議 

決権を行使することができる株主の議決権の過半数をもって行う。 

     ② 会社法第３０９条第２項に定める決議は、議決権を行使することができる株主 

の議決権の３分の１以上を有する株主が出席し、その議決権の３分の２以上を

もって行う。 

 

（議決権の代理行使） 

第１７条 株主は、当会社の議決権を有する他の株主１名を代理人として、その議決権を行使

することができる。 

     ② 株主また代理人は、株主総会ごとに代理権を証明する書面を当会社に提出しな

ければならない。 

 

 

第 ４ 章   取締役および取締役会 

 

（員  数） 

第１８条 当会社の取締役は５名以内とする。 

 

（選任方法） 

第１９条 取締役は、株主総会において選任する。 

     ② 取締役の選任決議は、議決権を行使することができる、株主の議決権の３分の１

以上を有する株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う。 

     ③ 取締役の選任決議は、累積投票によらないものとする。 

 

（任  期） 

第２０条 取締役の任期は、選任後１年以内に終了する事業年度のうち最終の者に関する定時

株主総会の終結の時までにする。 

 

（代表取締役および役付取締役） 

第２１条 取締役会は、その決議によって代表取締役を選定する。 

     ② 取締役会は、その決議によって取締役社長、取締役副社長各１名、専務取締役、

常務取締役若干名を定めることができる。 

 

（取締役会の招集権者および議長） 

第２２条 取締役会は、法令に別段の定めある場合を除き、取締役社長がこれを招集し、議長

となる。 

     ② 取締役社長に事故があるときは、取締役会においてあらかじめ定めた順序に従

い、他の取締役が取締役会を招集し、議長となる。 
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（取締役会の招集通知） 

第２３条 取締役会の招集通知は、会日の２日前までに各取締役および監査役に対し発する。

ただし、緊急の必要があるときは、この期間を短縮することができる。 

② 取締役および監査役の全員の同意があるときは、招集の手続を経ないで取締役

会を開催することができる。 

 

（取締役会の決議の省略） 

第２４条 当会社は、会社法第３７０条の要件を充たしたときは、取締役会の決議があったも

のとみなす。 

 

（取締役会規程） 

第２５条 取締役会に関する事項は、法令または本定款のほか、取締役会において定める取締

役会規程による。 

 

（報 酬 等） 

第２６条 取締役の報酬、賞与その他の職務執行の対価として当会社から受ける財産上の利益

（以下、「報酬等」という。）は、株主総会の決議によって定める。 

 

（取締役の責任免除） 

第２７条 当社は、会社法第４２７条第１項の規定により、取締役（業務執行取締役等である

者を除く。）との間に、任務を怠ったことによる損害賠償責任を限定する契約を締結

することができる。ただし、当該契約に基づく責任の限度額は、法令が規定する額

とする。 

 

 

第 ５ 章   監 査 役 

 

（員  数） 

第２８条 当会社の監査役は、２名以内とする。 

 

（選任方法） 

第２９条 監査役は、株主総会において選任する。 

     ② 監査役の選任決議は、議決権を行使することができる株主の議決権の３分の１

以上を有する株主が出席し、その議決権の過半数をもって行う。 

 

（任  期） 

第３０条 監査役の任期は、選任後４年以内に終了する事業年度のうち最終の者に関する定時

株主総会の終結の時までにする。 

     ② 任期満了前に退任した監査役の補欠として選任された監査役の任期は、退任し
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た監査役の任期の満了する時までとする。 

 

（報酬等） 

第３１条 監査役の報酬等は、株主総会の決議によって定める。 

 

（監査役の責任） 

第３２条 当社は、会社法第４２７条第１項の規定により、監査役との間に、任務を怠ったこ

とによる損害賠償責任を限定する契約を締結することができる。 

ただし当該契約に基づく責任の限度額は、法令が規定する額とする。 

 

 

第 ６ 章   計  算 

 

（事業年度） 

第３３条 当会社の事業年度は、毎年４月１日から翌年３月３１日までの１年とする。 

 

（剰余金の配当の基準日） 

第３４条 当会社の期末の配当の基準日は、毎年３月３１日とする。 

     ② 当会社の中間配当の基準日は、毎年９月３０日とする。 

 

（配当金の除斥期間） 

第３５条 配当財産が金銭である場合は、その支払開始の日から満３年を経過してもなお受領

されないときは、当会社はその支払義務を免れる。 

 

 

 

令和４年６月８日 改定 





















株式会社エイ・ピー・アイ 2024 年度事業計画

1. 事業運営の基本方針
当社は、スルガ銀行の特例子会社として重度障害者への雇用機会の提供と地域の障害者の社会的
経済的自立促進を目的として、静岡県、沼津市のご協力のもとに設立されました。
継続的なペーパーレス化により印刷業界を取り巻く環境は依然として厳しい状況ではありますが、
2024 年度もスルガ銀行及びグループ会社、関係会社に対するチラシ、パンフレット等印刷物及びデ
ザインの提供促進により売上高の増加を図り、製造原価の引き下げ・コスト削減に努めながら銀行各
本部と連携を密にして、フレキシブルな対応と円滑な製品提供によりスルガ銀行グループに貢献してい
くことを基本方針とします。

2. 重要業績評価指標（KPI）
(1)障がい者法定雇用率の維持
特例子会社としてスルガ銀行人事部と連携し、法定雇用率以上の雇用水準を維持する

目標値 ：法定雇用率 ２．5０％以上 （2023年 6 月実績 2.68%）
※前期と同目標値

雇用実績推移

(2)売上高の増加
目標値 ： 185,000 千円 (前期比 ＋5,000 千円)

（単位：千円）

※2023 年度実績および達成率は見込み値

①引続きスルガ銀行及びグループ会社等への新規印刷物発注アプローチ強化等により販路を拡大する。
②封入封緘発送業務の受注が低調であり目標値を大幅に割り込んだため、サービス提供スキーム再構
築により活動を強化する。

2021 年 2022 年 2023 年 2024 年 2025 年 2026 年
法定雇用率 2.30% 2.30% 2.30% 2.50% 2.50% 2.70%
グループ実績 2.39% 2.62% 2.68% - - -

目標値 2023 年度
計画

2023年度
実績

達成率

①印刷物 180,000 180,000 177,400 98.6%
②封入封緘発送業務 1,500 2,000 200 10.0%
③デザイン費 3,500 3,000 2,400 80.0%
合計 185,000 185,000 180,000 97.3%



③該当部署へ受注に向けたアプローチを継続する。

(3)地域交流・障がい者支援施
地域の障がい者支援に資するため、障がい者の職場実習及び職場体験の受入れを継続する

職場実習等の受入れ数
目標値 ： 1名以上受入れ （前期実績：1名受入れ）
県立特別支援学校、県立聴覚特別支援学校他ハローワーク等とも連携し実施する
※前期と同目標値

(4)防災意識の向上
防災意識を高めるとともに、災害発生時の初期対応と避難手順確認のための訓練を実施する
防災訓練実施回数
目標値 ： ２回以上実施 （前期実績：2回実施）
車いす者用の下階避難、避難者・補助者双方の避難方法、作業手順を実地確認し
それぞれの障がい特性に充分配慮したうえでの訓練を実施する
※今年度より新たに KPI に組み込み

3. 事業収支計画
(1)2024 年度の収支計画は以下のとおりです

※2023 年度実績は見込み値

(2)主な取組内容
①売上高 185 百万円 (前期比＋5百万円)
・低調であった封入封緘発送業務のスキーム再構築によるサービスの拡充（マーケティング室との連携）
・梱包、加工、シール貼付等各種請負手作業の受注拡充
・季節的なニーズへの柔軟かつスピーディーな対応による受注拡充
②売上総利益 31 百万円（前期比▲3百万円）
・外注加工作業の内製化取組による外注加工費低減
・梱包、加工材料等工場消耗品の効率的な利用による経費削減
③インフレ対応手当の反映状況
・前期並み（前年度実績 +1,000 千円）で織り込み済み

収支計画 2022年度
実績

2023 年度
計画

2023 年度
実績

2024 年度
計画

前期比
増減

売 上 高 179 百万円 185 百万円 180百万円 185 百万円 5百万円
売 上 総 利 益 24 百万円 24 百万円 34百万円 31 百万円 ▲3百万円
販 管 費 21 百万円 19 百万円 22百万円 22 百万円 0百万円
営 業 利 益 4百万円 5百万円 12百万円 9百万円 ▲3百万円
経 常 利 益 5百万円 6百万円 13百万円 10 百万円 ▲3百万円



④物件費における値上げ状況等
・原材料費、製造経費（電力等）、外注加工費等前期並みの水準を見込み算出

4. 2024 年度人員計画 （役員・派遣を除く）
今後の法定雇用率の段階的な引き上げを見据え、グループの法定雇用率維持に向けて、
障がい者の積極的な採用を継続していく

以上

区 分 前 期 末 採用 退職 今期末予定 増減

総従業員数 19 0 0 20 1
内健常者 7 0 0 7 0
内障害者（重度） 12(10) 1(1) 0 13(11) 1(1)
知的障がい 3(2) 0 0 4(3) 1(1)
精神障がい 1(0) 0 0 1(0) 0
身体障がい 8(8) 0 0 8(8) 0



㈱エイ・ピー・アイ　役員名簿 2024年6月5日現在

氏　　　　　　名               略歴および重要な兼職の状況

（生　年　月　日）

代表取締役 片桐　康博 １９８５年４月　　スルガ銀行入社

（常勤） (1962/11/9) ２０２１年６月　　当社代表取締役

取締役 高橋　順一 １９８９年１２月　スルガ銀行入社

（常勤） (1962/6/29) ２０２２年６月　　当社取締役

１９９４年４月　　スルガ銀行入社

取締役 弓削　哲哉 ２０１８年９月　　スルガ銀行　執行役員 営業推進部長

（非常勤） （1969/12/13） ２０２３年４月　　スルガ銀行　執行役員 経営管理本部長

１９８７年４月　　静岡県庁入庁

取締役 露木　満 ２０２１年４月　　経済産業部就業支援局労働雇用政策課長

（非常勤） （1968/3/31） ２０２４年４月　　経済産業部就業支援局長

１９９２年４月　　沼津市役所入庁

取締役 　岡田　卓治　 ２０２０年４月　　財務部資産活用課長

（非常勤） （1966/12/31） ２０２３年４月　　産業振興部長

１９９０年４月　　スルガ銀行入社

監査役 溝口　崇史 ２０１８年７月　　スルガ銀行　経営企画部 部長

（非常勤） （1967/9/18） ２０２２年６月　　スルガ銀行　理事 内部監査部長

１９８９年４月　　静岡県庁入庁

監査役 内田　聡子 ２０２１年４月　　静岡県出納局会計支援課長

（非常勤） （1966/5/15） ２０２４年４月　　静岡県出納局次長兼会計総務課長


